




今回は 「名古屋市蓬左文庫蔵 『続学舎叢書』 翻刻 （十一） 」














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ありはげめは褒美 り是ゆへ 義 あ ら
　
かにして恥をしる 自然と諸士の俗一家の風と
　
なりかたまる歟世乱れ学なくても士俗家風にもまれ
　
義有て恥を る也然るに一統の時節此風 を先
　
祖学問の余慶世間戦国の故なるを不弁世治り
　
教なくてハ此風次第におとろふるに氣かつかす只
　
武芸のみを世話やき風俗と との稽古 き国多
　
し然る故に世治るに随ひ尻かあたゝまつてハ
　
欲の世の中となりゆき士風家風一人わ くなれは
	
〈三七オ〉
　
二人になり三人になりて風俗次第にあしく成武芸
　
ありても武士の本なけれハ油あつて灯心なく矢あつて
　
弓なきか如し然ハ今の国主郡主ハ武士の根本を
　
引たてるが肝要也武士も又其たましひをいれるか本也
　
此魂しいハ何を以入るへきやよく〳〵考へし忠孝の
　
天にもとつき義理の そなハり是をば
（ママ）
づせば
　
人に非ずといふを至極に合点しぬくへし是卒爾
　
に合点ゆく事に非ス勿論うまれつき 頼みになら
　
すたとへ一旦合点 ても骨髄 とをらねば益
　
にたゝぬ也学てさへ久 からぬ 又学ひかたあしけれハ
　
届キかたし学ても届かぬにまして学はずして
　
届くべきし
　ヒ や若し学すしても我は届くといはゝ
　
聖人に非すハ名将なるへし米の直段 苦にし人
　
の富貴を浦やむ根性詩を作り文をかき 人に
　
ほこる学問 ては届くへき事 あらすよく〳〵
	 〈三七ウ〉
　
心得へき事也さふらひと武士の別は士武士并に
　
論す武芸の是非ハ武芸論ありと云
　
享保乙卯九月
　　　　
張州
　
藤安謹書
　
元文五庚申五月
　　　
吉田先生請備書重躬
	
〈三八オ〉
